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２．ダム水門設備 

（１）ラジアルゲート 

工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
１
）
ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
（
製
作
） 

１．扉体 

 
Ａ 

ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝ中心

の水平度（ａ１） 
±１ 

トラニオンハブの傾き及び左右の高低差をレベ

ルを用いて測定する。 

Ａ 
ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝ中心

の通り（ａ２） 
±１ 

上・下流へのずれをトランシットを用いて測定す

る。 

Ｂ 
ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝ間の

水平距離(ｂ) 

±１ 

(ｂＬ、ｂＲ) 

トラニオンハブの外面間隔を鋼製巻尺を用いて

測定する。 

Ａ 扉体半径（ｃ） 

±８ 

左右の差は 

３mm以下 

左右にて弧長２ｍごとにスキンプレート後面か

らピン穴中心までの距離を鋼製巻尺を用いて測

定する。 

Ｂ 扉体幅（ｄ） 
±３ 

(ｄＬ、ｄＲ) 
上下各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 扉体高（ｅ） ±１０ 
左右各１についてｃ、ｆ及びピン高さから算出す

る。 

Ａ 
扉 体 の弧 長

（ｆ） 
±１０ 

左右各１をスキンプレート外面に鋼製巻尺を沿

わして上下端までの距離を測定する。 

Ａ 

扉体底部と側

部 の 直角 度

（ｇ） 

±３ 
底部の水平面を基準として扉体側面の出入をト

ランシットで測定する。 

Ａ 
主桁高さ 

（ｈ１） 

B.H＜0.5     ±2 
0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

桁１本につき２箇所を鋼製巻

尺で測定する。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 

Ｈ：腹板高(m) 

Ａ 主桁間隔（ｈ２） ±１０ 左右各1または上下各１を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
対 角 長の 差

（ｉ） 
５ 

基準点間の距離の差を上、下脚について鋼製巻尺

で測定する。（ｉ＝｜ｉ１－ｉ２｜） 

Ｂ 
ｼｰﾌﾞ中心間隔

（ｊ） 

±５ 

(ｊＬ、ｊＲ) 
左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
ｻｲﾄﾞﾛｰﾗ間隔

（ｋ） 

±５ 
(ｋＬ、ｋＲ) 

左右サイドローラの踏面間隔を鋼製巻尺で測定

する。 

Ｂ 
水密ｺﾞﾑ間隔

（ℓ ） 

＋５、－０ 
(ℓ Ｌ、ℓ Ｒ) 

弧長２ｍごとに水密ゴム押えボルト穴中心距離

を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
脚柱取付部間

隔（ｍ） 

±５ 

(ｍL、ｍR) 
左右について上下脚柱に対して鋼製巻尺で測定

する。 

Ａ 
ﾄﾗﾆｵﾝﾊﾌﾞの幅

（ｑ） 
＋１、－０ 左右各1箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

脚柱取付部か

ら端までの距

離（ｎ） 

±３ 
(ｎＬ、ｎＲ) 

扉体側部の直角度計測時にトランシットで併せ

て測定する。 

Ａ 
脚柱の曲がり

（ｏ） 

±１０ 扉体半径ｃが 10,000

㎜以上の場合 
水糸またはピアノ線の両

端を固定し、ピアノ線と

部材の間隔を測定する。 ±ｃ／1000 扉体半径ｃが 10,000

㎜未満の場合 

Ｂ 
底部の曲がり

（ｐ） 
±３ レベルにてスキンプレート面に基準線を罫き底

部との距離を測定する。 

 

 

 

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

１．扉体 
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工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
１
）
ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
（
製
作
） 

２．戸当り 

 Ｂ 
側部戸当りの

弧長（ａ） 
±５ 

左右各１の弦長を鋼製巻尺で測定し算出する。

（弧長ａは半径ｄ及び弦長から算出してもよ

い。） 

Ａ 
底部戸当りの

長さ（ｂ） 
±５ １箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

底部戸当り伸

縮継手の位置

（ｃ） 

±５ １箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
側部戸当り半

径（ｄ） 
±５ 弧長２ｍごとに鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
水密面の平面

度（ｅ） 
２mm／ｍ 金属製直尺と鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
水密面の真直

度（ｆ） 
３ レベルと金属製直尺により測定する。 

 
 

 
 

 

 

３．アンカレ

ージ 

 

Ａ 
ﾄﾗﾆｵﾝｶﾞｰﾀﾞ全

長（ａ） 
＋１０、－５ １箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
ﾄﾗﾆｵﾝｶﾞｰﾀﾞ高

さ（ｂ） 

B.H＜0.5     ±2 

0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

1 箇所を鋼製巻尺で測定す

る。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 

Ｈ：腹板高(m) 

Ａ 
ﾄﾗﾆｵﾝｶﾞｰﾀﾞ幅

（ｃ） 

B.H＜0.5     ±2 

0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

1 箇所を鋼製巻尺で測定す

る。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 

Ｈ：腹板高(m) 

Ａ 
ﾃﾝｼｮ ﾝﾋ ﾞｰﾑ 

全長（ｄ） 
＋１０、－５ 1箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
ﾃﾝｼｮ ﾝﾋ ﾞｰﾑ 

取付幅（ｈ） 

±５ 

(ｈＬ、ｈＲ) 
1箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
ﾃﾝｼｮ ﾝﾋ ﾞｰﾑ 

寸法（ｅ） 

B.H＜0.5     ±2 

0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

(ｅ1、ｅ2) 

1 箇所を鋼製巻尺で測定す

る。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 

Ｈ：腹板高(m) 

Ｂ 

ﾋﾟﾝ中心とﾄ ﾗ

ﾆｵﾝｶﾞｰﾀﾞ中心

間の寸法(ｆ) 

±２ 

(ｆＬ、ｆＲ) 
1箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
対角長の差

（ｇ） 
５ 

基準点間の距離の差を鋼製巻尺で測定する。 

（ｇ＝｜ｇ１－ｇ２｜） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

２．戸当り 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．アンカレージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 371 - 
 

 

工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
１
）
ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
（
据
付
） 

１．扉体 

 
Ｂ 

ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝ間の

水平距離（ｂ） 
±２ トラニオンピン外面間隔を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 扉体半径（ｃ） ±８ 
戸当りに移した基準点から左右とも上、中下部を

鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 扉体幅（ｄ） ±６ 上、下の扉体幅を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
扉 体 の 弧 長

（ｆ） 
±１０ 

スキンプレート外面に沿わせて上下間の左右の

弧長を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
対 角 長 の 差

（ｉ） 
５ 

脚柱主桁付根部とトラニオン中心との対角寸法

差を鋼製巻尺で測定する。 
（ｉ＝｜ｉ１－ｉ２｜） 

Ａ 
脚柱の曲がり

（ｏ） 

±１０ 
扉体半径ｃが 10,000

㎜以上の場合 

水糸又はピアノ線を脚柱

側面又は下面に沿わし

て、水糸又はピアノ線と

のすきまを測定する。 
±ｃ／1,000 

扉体半径ｃが 10,000

㎜未満の場合 

Ｂ 
扉体と戸当り

の間隔（ｑ） ±３ 左右とも上、中、下部を金属製直尺で測定する。 

２．戸当り 

 

 
Ａ 

据付基準線か

ら底部戸当り

中心までの距

離（ｇ） 

±５ 基準線から下部戸当り中心線までの寸法をトラ

ンシットで測定する。 

Ｂ 
底部戸当り標

高（ｈ） ±５ 基準線から天端までの高さをレベルで測定する。 

Ａ 

トラニオンピ
ンから底部戸
当り中心まで
の距離（ｉ） 

±８ 左右各1箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
側部戸当り半

径（ｄ） 
±５ 

トラニオンピン中心から戸当り中心までの半径

を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
水密面の平面

度（ｊ） 
２mm／ｍ 長さ１ｍごとに直定規で測定する。 

Ａ 鉛直度（ｋ） ３ 
戸当り面鉛直度を1.0ｍ間隔でトランシットを用

いて測定する。 

Ａ 純径間（ℓ ） 
＋２、－３ 
(ℓ Ｌ、ℓ Ｒ) 

左右戸当り間を上、中、下部で鋼製巻尺を用いて

測定する。 
（据付基準線から側部戸当りまでの距離） 

Ａ 
側部戸当りの

半径（ｄ） 
±５ 

トラニオンピン中心から戸当り中心までの半径

を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
戸当りの対角

長の差（ｍ） 
５ 

左右戸当り間の対角長を金属製直尺と鋼製巻尺

で測定する。（ｍ＝｜ｍ1－ｍ2｜） 

 

 

  

 

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

１．扉体 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．戸当り 
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工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
１
）
ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
（
据
付
） 

３．アン

カ レ

ージ 

 

共 
 
 
 

通 

Ｂ 

据付基準線か
らトラニオン
ピン中心まで
の距離（ｈ） 

±５ 1箇所をトランシット、鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
トラニオンピ

ンの標高（ｉ） ±５ 基準点からの高さをレベルで測定する。 

Ａ 

トラニオンピ

ン中心の上下

流方向のずれ

（ｊ） 

±１ 左右1箇所を金属製直尺により測定する。 

Ａ 

ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝ中心

の左右高低差

（ｋ） 
±１ 左右についてレベル、トランシット、下げ振りで

測定する。 

Ａ 
ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝの水

平距離（ℓ ） 
＋１ 

(ℓ Ｌ、ℓ Ｒ) 左右1箇所を下げ振り、鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 

トラニオンピ

ンの水平度

（ｍ） 
±１ 左右についてレベル、トランシットで測定する。 

Ｂ 

テンションビ

ームの勾配

（ｎ） 
±1/500 

1箇所についてレベルΔｎ/ｎを測定する。 
（ＰＣアンカの場合は、トラニオン部アンカーパ

ットの勾配（n）と読み替える。） 

 
 

Ｐ 

Ｃ 

方 

式 

Ｂ 

ＰＣ鋼線の長

さ、径、本数

（ｏ） 

±３０ 長さを鋼製巻尺にて測定する。 

JIS G3536 鋼線の径をノギスにて測定する。 

Ａ 
ＰＣアンカの

左右間隔（ｐ） 

±１０ 

(ｐＬ、ｐＲ) 左右について鋼製巻尺にて測定する。 

Ｂ 

ＰＣアンカの

高さ方向間隔

（ｑ） 
±５ 左右について鋼製巻尺にて測定する。 

Ｂ 
ＰＣアンカの

標高（ｒ） ±５ 左右各１箇所についてレベルにて測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

３．アンカレージ 
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（２）高圧ローラゲート 

工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
２
）
高
圧
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
（
製
作
） 

１．扉体 

 
Ａ 扉体全幅(ａ) 

±５ 
(ａＬ、ａＲ) 

上下各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 
ただし、左右戸当り間距離との干渉を確認する。 

Ａ 扉体全高(ｂ) ±１０ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 主桁高さ（ｃ） 
B.H＜0.5     ±2 

0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

各主桁中央部について鋼製巻
尺で測定する。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 
Ｈ：腹板高(m) 

Ａ 端縦桁高さ（ｄ） 
B.H＜0.5     ±2 

0.5≦B.H＜1.0 ±3 

1.0≦B.H     ±4 

各端縦桁1箇所を鋼製巻尺で
測定する。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 
Ｈ：腹板高(m) 

Ａ 

水密ｺﾞﾑ受座か

ら主 ﾛｰﾗ踏面ま

での距離(ｅ） 

＋２、－０ 
左右各２箇所を鋼製巻尺又は金属製直尺で測定

する。 

Ａ 
基準点対角長の

差（ｆ） 
１０ 

基準点間の距離の差を鋼製巻尺で測定する。 
（ｆ＝｜ｆ１－ｆ２｜） 

Ａ 
主ﾛ ｰ ﾗ支間長

（ｇ） 

±３ 
(ｇＬ、ｇＲ) 各ローラ支間を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛ ｰ ﾗ間距離

（ｈ） 
±５ 各ローラ間について鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 

主ﾛｰﾗから扉体

下端までの距離

（ｉ） 

±５ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面の偏

差（ｊ） 
１ 

ピアノ線を張り、各主ローラ踏面頂部をレベル、

金属製直尺等で測定する。 

Ｂ 

主ﾛｰﾗ踏面   か

らｻｲﾄﾞﾛｰﾗまで

の距離（ｋ） 

±５ 上下について鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 水密幅（ℓ ） 
±３ 

(ℓ Ｌ、ℓ Ｒ) 
長さ２ｍごとに、鋼製巻尺で測定する。 
（ゴム受座中心間距離） 

Ｂ 水密高（ｍ） ±５ 
長さ２ｍごとに、鋼製巻尺で測定する。 
（ゴム受座中心間距離） 

Ｂ 
吊り中心間距離

（ｎ） 

±５ 
(ｎＬ、ｎＲ) 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 主桁間隔（ｏ） ±５ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
ｻｲﾄﾞﾛｰﾗ踏面間

距離（ｐ） 

±５ 
(ｐＬ、ｐＲ) 

各サイドローラ踏面間について鋼製巻尺で測定

する。 

Ｂ 

吊り中心とｽｷﾝ

ﾌﾟﾚｰﾄ間の距離

（ｑ） 

±３ 左右各１箇所をレベル、金属製直尺で測定する。 

Ａ 
底部の曲がり

（ｒ） 
±３ 金属製直尺、ピアノ線等で測定する。 

Ｂ 
扉体の平面度 
（ｓ） 

５ 
ｆの対角基準点４点とその交点の計５点をレベ
ル、金属製直尺で測定する。 

Ａ 
水密ｺﾞﾑ受座面

の真直度（ｔ） 
２ レベル、金属製直尺を用いて測定する。 

 

 

測  定  個  所  標  準  図 

 

摘  要 

 

 

 

 

 
１．扉体 
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工  種 
分

類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
２
）
高
圧
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
（
製
作
） 

２．戸当り 

 
Ａ 

呑口（吐口）幅 
（ａ） 

±５ 
(ａＬ、ａＲ) 上下各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
呑口（吐口）高
（ｂ） 

±５ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 水密幅（ｃ） 
±５ 

(ｃＬ、ｃＲ) 
長さ２ｍごとに、鋼製巻尺で測定する。 
（ゴム受座または水密板中心間） 

Ａ 水密高（ｄ） ±５ 長さ２ｍごとに、鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面板中

心間距離（ｅ） 

±５ 
(ｅＬ、ｅＲ) 上下・中央各１箇所を、鋼製巻尺にて測定する。 

Ｂ 

サイドローラレ

ール間の距離

（ｆ） 

＋４、－０ 
(ｆＬ、ｆＲ) 両端受形 上下・中央各１箇所を、鋼製

巻尺で測定する。 ＋２、－３ 
(ｆＬ、ｆＲ) かかえ込み形 

Ｂ 戸溝の幅（ｇ） ±３ 上下・中央各１箇所を、鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
主ﾛｰﾗ踏面板と
水密板との間隔
（ｈ） 

±１ 上下・中央各１箇所を、金属製直尺で測定する。 

Ｂ 
側部戸当りと底
部戸当りとの関
係位置（ｉ） 

±３ 左右各１箇所を、鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 戸当り高さ（ｊ） ±１０ 左右各１箇所を、鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ローラレール

桁高さ（ｋ） 

B.H＜0.5     ±2 
0.5≦B.H＜1.0 ±3 
1.0≦B.H     ±4 

上下・中央各１箇所を、

金属製直尺で測定す

る。 

Ｂ：ﾌﾗﾝｼﾞ幅(m) 
Ｈ：腹板高(m) 

Ｂ 対角長の差（ℓ ） １０ 
基準点間の距離を、鋼製巻尺で測定する。 

（ℓ ＝｜ℓ １－ℓ ２｜） 

Ａ 
主ローラ踏面板

の厚さ（ｍ） 

JISの鋼板の板

厚公差による 
上下・中央各１箇所を、金属製直尺で測定する。 

Ａ 
主ローラレール

踏面板（ｎ） 

１（３） 
真直度（ｎｓ） 
( )内は軽構造部 

レベル、金属製直尺を
用いて測定する。 

0.5(1.5)mm/ｍ 
平面度（ｎｆ） 
( )内は軽構造部 

直定規、すきまゲージ
にて測定する。 

Ａ 

フロントローラ

踏面板および側

部水密面（ｏ） 

２（４） 
真直度（ｏｓ） 
( )内は軽構造部 

レベル、金属製直尺を
用いて測定する。 

0.5(1.5)mm/ｍ 
平面度（ｏｆ） 
( )内は軽構造部 

直定規、すきまゲージ
にて測定する。 

Ａ 上部水密面（ｐ） 
２ 真直度（ｐｓ） 

レベル、金属製直尺を
用いて測定する。 

0.5mm／ｍ 平面度（ｐｆ） 直定規、すきまゲージ
にて測定する 

Ａ 
底部戸当り表面
（ｑ） 

２ 真直度（ｑｓ） 
レベル、金属製直尺を
用いて測定する。 

0.5mm／ｍ 平面度（ｑｆ） 直定規、すきまゲージ
にて測定する。 

Ｂ 
サイドローラレ
ール踏面板（ｒ） 

５ 真直度（ｒｓ） 
金属製直尺、ピアノ線
を用いて測定する。 

２(３)mm/ｍ 
平面度（ｒｆ） 
( )内は軽構造部 

直定規、すきまゲージ
にて測定する。 

Ｂ 

主ローラ踏面板
からサイドロー
ラレール中心ま
での距離（ｓ） 

±５ 鋼製巻尺、金属製直尺を用いて測定する。 
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工  種 分類 
 

項  目 
 

管理基準値 
（mm） 

測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
２
）
高
圧
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
（
据
付
） 

１．扉体 

 
Ａ 扉体全幅（ａ） 

±５ 
(ａＬ、ａＲ) 

上下各１箇所を鋼製巻尺で測定する。ただし、左
右戸当り間距離との干渉を確認する。 

Ａ 扉体全高（ｂ） ±１０ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 

水密ｺﾞﾑ受座か
ら主ﾛｰﾗ踏面ま
での距離（ｅ） 

＋２、－０ 
左右各２箇所を鋼製巻尺又は金属製直尺で測定

する。 

Ｂ 
対 角 長 の 差
（ｆ） 

１０ 
基準点間距離を鋼製巻尺で測定する。 
（ｆ＝｜ｆ１－ｆ２｜） 

Ａ 
主ﾛｰﾗ支間長
（ｇ） 

±３ 
(ｇＬ、ｇＲ) 各ローラ支間を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面の偏
差（ｊ） 

１ 
ピアノ線を張り、各主ローラ踏面頂部をレベル、
金属製直尺で測定する。 

Ｂ 水密幅（ℓ ） 
±３ 

(ℓ Ｌ、ℓ Ｒ) 
長さ２ｍごとに、鋼製巻尺で測定する。 
（ゴム受座中心間距離） 

Ｂ 水密高（ｍ） ±５ 
長さ２ｍごとに、鋼製巻尺で測定する。 
（ゴム受座中心間距離） 

Ｂ 
サイドローラ
踏面間距離（p） 

±５ 
(ｐＬ、ｐＲ) 

各サイドローラ踏面間について鋼製巻尺で測定
する。 
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工  種 分類 

 

項  目 

 

管理基準値 

（mm） 
測  定  基  準 

水
門
設
備 

２
．
ダ
ム
用
水
門
設
備 

（
２
）
高
圧
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
（
据
付
） 

２．戸当り 
Ａ 

呑口（吐口）幅
（ａ） 

±５ 
(ａＬ、ａＲ) 上下各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
呑口（吐口）高
（ｂ） 

±５ 左右各１箇所を鋼製巻尺で測定する。 

Ａ 
主ﾛｰﾗ踏面板中
心間距離（ｅ） 

±５ 
(ｅＬ、ｅＲ) 上下・中央各１箇所を、鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 
サイドローラレ
ール間の距離
（ｆ） 

＋４、－０ 
(ｆＬ、ｆＲ) 

両端受
形 

上下・中央各１箇所を、鋼製巻尺で測

定する。 

＋２、－３ 
(ｆＬ、ｆＲ) 

かかえ
込み形  

Ｂ 戸溝の幅（ｇ） ±３ 上下・中央各１箇所を、鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 

主ﾛｰﾗ踏面板と
水密板の間隔
（ｈ） 

±２ 
上下・中央各１箇所を、金属製直尺で測定する。 
（踏面板と水密板のブロックが一体でない場合
のみ） 

Ｂ 
側部戸当りとの
底部戸当りとの
関係位置（ｉ） 

±３ 左右各１箇所を、鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 戸当り高さ（ｊ） ±１０ 左右各１箇所を、鋼製巻尺で測定する。 

Ｂ 対角長の差（ℓ ） １０ 
基準点間の距離を、鋼製巻尺で測定する。 
（ℓ ＝｜ℓ １－ℓ ２｜） 

Ａ 
主ﾛｰﾗﾚｰﾙ踏面板
（ｎ） 

１（３） 
真直度（ｎｓ） 
( )内は軽構造部 

下げ振り、金属製直尺で測
定する。 

0.5(1.5)mm／ｍ 
平面度（ｎｆ） 
( )内は軽構造部 

直定規、すきまゲージで測
定する。 

Ａ 

フロントローラ
踏板及び側部水
密面（ｏ） 

２（４） 真直度（ｏｓ） 
( )内は軽構造部 

下げ振り、金属製直尺で測
定する。 

0.5(1.5)mm／ｍ 
平面度（ｏｆ） 
( )内は軽構造部 

直定規、すきまゲージで測
定する。 

Ａ 上部水密面（ｐ） 

２ 真直度（ｐｓ） 
下げ振り、金属製直尺で測

定する。 

0.5(1.5)mm／ｍ 
平面度（ｐｆ） 

( )内は軽構造部 

直定規、すきまゲージで測

定する。 

Ａ 
底部戸当り表面

（ｑ） 

２ 真直度（ｑｓ） 
下げ振り、金属製直尺で測

定する。 

０.５mm／ｍ 平面度（ｑｆ） 
直定規、すきまゲージで測

定する。 

Ｂ 
サイドローラレ

ール踏面板（ｒ） 

５ 真直度（ｒｓ） 下げ振り、金属製直尺で測

定する。 

２(３)mm／ｍ 平面度（ｒｆ） 直定規、すきまゲージで測

定する。 

Ｂ 

主ローラ踏面板

からサイドロー

ラレール中心ま

での距離（ｓ） 

±５ 鋼製巻尺又は金属製直尺にて測定する。 
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